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平成３１年（令和元年）度自己評価表 

 

学校名  湯梨浜町立東郷小学校       

 

校長名  本田 弘樹          印   

１．学校の教育目標 

人間性豊かな心と自ら考え正しく判断できる力を培い、心身ともに健やかでたくましい児童の育成 

 

２．本年度に定めた重点的に取り組むことが必要な目標や計画をもとに設定した学校評価の具体的な目標や計画 

め
ざ
す
子
ど
も
像 

（１）自ら学ぼうとする児童 

 

（２）自分も友だちも大切にする児童 

 

（３）健康でたくましい児童 

 

（４）ふるさとを大切にする児童 

め
ざ
す
学
校
像 

（１）「自ら学ぶ力」を持つ児童

を育てる学校 

（２）児童が安心してくらせる

学校 

（３）ふるさとに誇りを持つ児

童を育てる学校 

（４）地域社会と連携し、信頼

される学校 

今
年
度
の
重
点
目
標 

◎経営の重点 

・「自分の学びを高めようとする」児童の意欲向上をめざす学校 

 ・特別な支援を必要とする児童の指導に関する研修を積み上げ、

一人一人の児童の力を伸ばしていく 

（１）学ぶ意欲の向上と確かな学力の定着（学びの力づくり） 

（２）支え合い高め合う人間関係づくり（豊かな心づくり） 

（３）健やかな体づくり（健康な体づくり） 

（４）地域に根ざし開かれた学校づくり 

（地域との連携・活動の推進） 

（５）新学習指導要領実施に向けた取り組み 

 

３．年度当初の評価項目 

評価項目 現状 めざす姿 具体的施策 評価方法 

（
１
）
学
ぶ
意
欲
の
向 

 
 
 
 
 

 
 
 

上
と
確
か
な 

 
 

 
 
 

学
力
の
向
上 

算数科を中心と
した授業改善の
推進 

○学習課題に真剣に取り
組む児童が多い。 

○児童相互に学び合い、教 
え合う姿が定着してい
る。 

○自分の考えをわかりや
すく相手に伝える力が
十分ではない。 

○筋道を立てて考え、
自分の言葉で表現
し、互いの言葉をつ
なぎながら伝え合
い、理解を深めるこ
とができる。 

 
 

○「筋道を立てて考える力」の向上をめざし、
算数科における学び合いの活動を通して授業
改善に取り組む。 

・ユニバーサルデザインの視点を取り入れた授
業改善を図る 

・一人一人の考えを全体で数学的に洗練する場
を工夫する。（共通点、相違点、一般化等） 

・既習事項を生かして見通しを持ち課題解決に

○授業公開（随時） 
○授業研究（全学級） 
○教師アンケートの肯 
定的評価 

○学校公開アンケート 
の肯定的評価 

○ＮＲＴ学力診断テス
トの正答率 
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○友達の意見をもとに思
考・判断し、学びを深め
広げたりする力が十分
でない。 

 
 
 

つなげたり、伝え合う活動を取り入れたりす
る学習過程を重視する。 

・全教職員が研究授業を行い、授業改善に努め
る。 

 

基礎学力（漢字・
計算など）の定着 

○基礎学力の定着が不十
分で、自信が持てない児
童がいる。 

○個人差が大きく、配慮を
要する児童がいる。 

○家庭学習をしてこない
児童が、固定化してい
る。 

○基礎基本的事項を身
につけ、学んだこと
が活用できる。 

 
○家庭学習の習慣を身
につけ、意欲的に自
ら学ぶことができ
る。 

○パワーアップタイムの時間を有効に使い、効
果的な指導に努める。 

○個に応じた指導となるように、学習形態を工
夫する。（ＴＴ，少人数指導等の活用による授
業改善）。 

○家庭学習の手引きをもとに、家庭学習が進め
られるよう、指導、啓発を行うとともに保護
者との連携を図る。 

○学校図書館、地域人材、各種メディア等の学
習環境の活用を図る。 

○ＮＲＴ学力診断テス
トの正答率 

○教師アンケートの肯
定的評価・家庭学習、
自主学習のチェックと
評価 

評価項目 現状 めざす姿 具体的施策 評価方法 

（
２
）
支
え
合
い
高
め
合
う
人
間
関
係
づ
く
り 

自分も友だちも
大切にする温か
い人間関係にあ
ふれた学級づく
りをめざし「学級
力」向上の取り組
みの工夫改善の
推進 

○生活や学習について、今
の自分より少しでもよ
くしていこうとする意
欲的な児童が多い。 

○自己有用感が低い児童
がいる児童がいる。 

○学級の課題を見つ
け、みんなで解決し
ていこうとする意欲
と態度を持ち、お互
いを高め合う学級づ
くりができる。 

○「学級力」の向上をめざした取り組みを全学
級で引き続き実施する。（話し合い活動の充
実、アンケート・レーダーチャートの活用・
振り返りの継続） 

○hyper－ＱＵの分析と活用の充実に努める。 
○話し合いスキルの向上に努める。 

○児童アンケートの肯
定的評価 

○hyper－ＱＵ、質問紙
調査の実施と活用 

○学校公開アンケート
の肯定的評価 

特別な支援を必
要とする児童の
指導に関する研
修を積み上げ、一
人一人の児童の
力を伸ばしてい
く 
 
 
 
 
 

○相手の気持ちを考えた
声かけや言葉遣いなど
が少しずつできてきて
いる。 

○自尊感情や社会性に課
題のある児童がいる。 

○豊かな心を持ち、命
を大切にし、自分の
生き方を考えること
ができる。 

○温かい言葉かけや肯定的評価により、児童の
よさや意欲を引き出す。 

○保護者、関係機関等と連携を密にしながら、
個の課題に沿った対応と支援の充実を図る。 

○なかよし班活動の計画的実施と評価を行う。 
○スクールソーシャルワーカー、スクールカウ
ンセラー等を活用した職員研修の実施 

○学級懇談、個人懇談 
○特別支援教育委員会 
○特別支援学級や配慮
を要する児童の保護
者との懇談 

○児童アンケートの肯
定的評価 
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評価項目 現状 めざす姿 具体的施策 評価方法 

（
３
）
健
や
か
な 

 
 
 

体
づ
く
り 

自分のめあてを
持ち、継続して運
動に取り組む意
欲と安全意識の
向上 

○体育学習や業間運動な
どに意欲的に取り組む
児童が多い。 

○好天の日でも校舎内で
遊ぶ児童が多い。 

 

○目標を持って体力づ
くりに励み、ともに
伸びることを喜ぶこ
とができる。 

○危険を防止、回避し
たりするための判断
や行動ができる。 

○体育学習や行事などで目標を持って取り組め
るような指導に努める。 

○楽しく運動できる環境づくりを図る。 
○好天の日は外遊びを奨励する。 
○関係諸機関と連携を図り、効果的に避難訓練
や安全指導を計画し、実施する。 

○児童、保護者アンケー
トの肯定的評価 

○学校公開アンケート
の肯定的評価 

○新体力テストの実施
と分析  

望ましい生活習
慣の形成 

○多くの児童は、基本的な
学校での生活習慣が身
についてきているが、身
についていない児童が
いる。 

 

○自分自身の生活習慣
を見直すことができ
る。 

○保護者や学校保健委員会等と連携し、生活習
慣の改善・確立を図る。 

○「明るいあいさつ元気よく・力いっぱい勉強・
そうじは大事」をスローガンとし、基本的な
生活習慣の定着を図る。 

○生活実態調査を実施、分析し、指導に生かす。 
○児童委員会の活性化に努める。 

○児童、保護者アンケー
トの肯定的評価 

○職員アンケートの実
施 

（
４
）
地
域
に
根
ざ
し
開
か 

 
 

れ
た
学
校
づ
く
り 

学校・家庭・地域
との連携の推進 

○学習参観、学校公開等、
学校の公開をしている。 

○情報発信を積極的に
行い、情報の共有が
できる。 

○学校運営協議会との連携 
○生活科、総合的な学習の時間での地域に学ぶ
学習をとおして、地域の中で育つ実感を持た
せる。 

○学校だよりや学級だより、ホームページを活
用した積極的な情報発信に努める。 

○学校公開アンケート
の肯定的評価 

○保護者アンケートの
肯定的評価 

○各種たより等の発行 

学校支援ボラン
ティアの活用 

○読み聞かせ、登下校支援
など定期的な活動、環境
整備等に活用している。 

○よりきめ細やかな指
導や安心安全な学校
生活のために、地域
の力を活用できる。 

○学校運営協議会との連携 
○活動についての情報発信を行う。 
○教職員や子どものニーズの把握と調整を行
う。 

○各種コーディネータ
ーとの連携 

 

(

５)

新
学
習
指
導
実
施

に
向
け
た
取
組 

新学習指導要領
実施に向けた取
り組み 

○新学習指導要領実施に
向けて、教科主任等を中
心に職員研修を積み上
げてきた。 

○水曜時程を変更し、新学
習指導要領が求める時
間数に対応するように
した。 

○特別の教科 道徳、外
国語科・外国語活動、
その他移行措置内容
の円滑実施とカリキ
ュラムの点検・改善
ができる。 

○カリキュラムの完全実施と点検・改善（特別
の教科 道徳の教科化、英語科・外国語活動、
その他移行措置内容） 

○「主体的、対話的で深い学び」についての研
究の推進（他と関連づけながら） 

○３学期当初には、来年度の取り組みを決定す
る。 

○当該教科主任等の研
修会への派遣と職員
研修実施 

○研究推進員会、企画委
員会の開催 

 


